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１ 調査概要

① 調査内容

GAP認証を取得するきっかけや、取得した場合に具体的にどの
ような効果があったかについて実態把握を行った。

② 調査方法

調査対象：令和４年度にJGAP畜産認証を取得していた経営体
（205経営体）

調査時期：令和５年５月～６月
調査方法：農林水産省が（一財）日本GAP協会を通じて、googleフ

ォームにより調査
回答数：３９農場（５６経営体）（回答率２７％）

③ 調査項目
✓GAPに取り組んだきっかけ（理由）とその効果
✓GAP導入による変化（経営改善効果）
✓今後のGAP取組方針について（認証取得、認証表示） 等 １



２ 令和４年JGAP畜産認証取得経営体へのアンケート調査結果

（１）回答のあった経営体の概要

２

回答があった56経営体のうち、従業員数は10名以上～50名未満が68％で最も多い。
また、GAP認証取得経営体のうち32％の農場で外国人実習生が従事している。

3経営体
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23％
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【回答のあった56経営体の飼養畜種の内訳】

乳用牛 肉用牛 乳用牛＋肉用牛 豚 採卵鶏 肉用鶏

9経営体
16%

38経営体
68%

3経営体
5% 6経営体

11%

【従業員数】

10名以下

10名~50名

50名~100名

100名以上

18経営体

32%

38経営体

68%

【外国人実習生】

有

無



（２）取り組んだきっかけと効果（複数回答可） 【令和４年調査】

主に農場管理の強化等に関する項目では、期待していた以上にGAPに取り組んだ効果

があったと回答した割合は高い傾向があった一方で、消費者を含めた流通への活用に
関する項目では、効果があったと回答した割合は低かった。 ３
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従業員の快適な労働環境の整備

アニマルウェルフェアの取組強化

流通業者・消費者の需要喚起

売上げアップ

海外への販路開拓

国内の販路開拓

その他 取組んだ理由
（期待した効果）

実際の効果

期待していたより
も効果が得られた
項目
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（３）取り組んだきっかけ（期待した効果）（複数回答可）

上からR4年度において回
答率が高かった項目順

４

取り組んだのきっかけのうち「家畜衛生面を強化したい」、「流通業者・消費者の信頼を得
て、求められたい」は4年間を通じて50％以上の回答率だった。「売上アップしたい」「アニ
マルウェルフェアの取組を強化したい」ではR元年からR4年を比較すると増加傾向にある。

【R元年～R４年調査】
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（４）取り組んだ効果（複数回答可）

R4年度において回答
率が高かった項目順

５

取り組んだ効果については「家畜衛生面を強化できた」、「整理整頓ができ、無駄がなく
なった」で４年間を通じて回答率50％以上となり、R4年では最も高い回答率だった。一方、
「国内外の販路拡大」「売上アップ」では回答率が低い傾向にある。

【R元年～R４年調査】



（５）GAP導入による変化（経営改善効果）

7

【販売面の改善】
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【R元年～R４年調査】



【生産量・品質面の改善】
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【コスト面の改善】
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【作業・生産管理の改善】
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【従業員管理の改善】

87.7%

84.3%

92.1%

82.1%

12.3%

15.7%

7.9%

17.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

従業員の責任感及び⾃主性

向上・やや向上 変化なし やや低下・低下

83.0%

77.8%

81.0%

57.1%

17.0%

22.2%

19.0%

42.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

従業員の意思疎通

向上・やや向上 変化なし やや低下・低下

１０



41経営体
73%

11経営体
20%

4経営体
7%

使用している

使用していないが、今後使用したい

使用していない。今後も使用予定はない

（６）今後のGAPの取得方針、GAP認証の表示について

今後のGAPの取得については更新予定のない経営体はなく、JGAP認証の表示は全体の
７割を超える一方で、その認知度向上や使用方法に関して改善を求める声があった。

１１

34経営体
61%

22経営体
39%

個別認証による更新を予定

団体認証による更新を予定

【JGAP認証の表示（JGAPロゴマークの使用）】【今後のGAPの取得方針】

※アンケートを回収した全56経営体で「更新予
定」と回答。「更新の予定なし」は回答なし。



GAP取組による効果は
なかった

県と連携して地域の生産者
や高校への啓蒙活動を進め
られた。

事務所を管理運営していく上で必要は法令や
基準など、様々な知識向上につながった。

対外的な信頼が向上した。

SDGsやJGAPに関する学びを
強化できた。

１２

所得、維持で審査による手間や手数料
が増えただけだった。

作業の増加があるのが現実。緊急
に退職者が出たため対応が遅れた
ことで、働き方改革が遅れている。

もっと簡単にロゴマークを
使用したい。

地域との交流が増えた。

（７）生産者等の声

GAP認証取得の取組みを通じて地域との交流が増加したり、対外的な信頼が向上したな
どの成果がでてきているが、作業が増加するなどの事例も見受けられた。


